
ヤ
マ
ベ
山
退
問
京
都
櫛
出
庄
に
印
刷
す
る
部
孫
。

ヤ
マ
ペ
オ
キ
エ
モ
ン
山
謹
押
右
衛
門

矢
際
左

相

制

寺

江

削

制

下

町刷
川
村

宗
努
院
江
泊
制
上
川
町
村

大

将

院

百

泊

榔

』

仁
川町料

金

剛

院

江

沼

郡

那

谷

村

揃

制

院

江

泊

都

那

谷

村

持
間
以
院
江
沼
郡
那
谷
村

協
同
H

院
江
泊
四
州
那
谷
村

辿

行

院

江

泊

初

那

谷

村

叫
ん
花
院
江
泊
川
那
谷
村

玄

常

院

江

抑

制

那

谷

料

金

性

院

江

泊

郷

那

谷

村

ヤ
マ
プ
シ
ア
ナ
山
伏
穴

羽
咋
川
柳
川
に
在
る
。

能
積
名
跡
芯
に
、『
一
笹
山
知
般
に
は
石
助
山
の
隷
従
来

り
、
隣
村
釧
川
村
に
告
知
あ
り
、此
既
に
師
円
く閉山
旬
、

刑
制
(
な
待
相
耐
け
、
山
伏
委
に
て
法
搬
を
吹
也
。
此
穴

を
俗
に
山
伏
穴
と
い
ふ
。
』
と
記
す
る
。

ヤ
マ
プ
シ
ヤ
マ
山
伏
山

味
洲
市
の
東
北
切
に

近
く
、
狼
開
山
・松
山
・釘
須
の
御
ー
以
・鈴
γ
同
州
と
も
い

ひ
、
幻

h
k

刷
出
宮
前
枇
の
銀
座
す
る
加
で
あ
る
。
高
さ

一
七
ご
米
。
池
町
第
三
紀
U
問
。
能
昌
明
白
跡
芯
に
、
『
三

崎
の
山
伏
山
と
て
、
此
の
同
五
十
里
の
と
ま
り
、
北

の
は
て
に
あ
る
日
山
也
o
n
E
は
地
牢
は
狽
耐
町
村
の
街

也
。
元
は
鈴
テ
訟
と
も
い
へ
り
。
技
恨
の
船
艦
風
に

mA円ひ
、
三
附
縦
割
に
祈
る
に
火
見
ゆ
る
也
。
依
て

狼
貯
の
名
あ
り
。
此
山
を
知
れ
ば
三
断
椴
説
也
。
今

に
太
守
よ
り
豆
巾
、
山
の
宇
途
に
大
な
る
続
明
堂
あ

わ
て
、

一
夜
に
泊
一
升
-
m
M
心
布
三
尺
宛
渡
り
て
、

務
院
の
た
す
け
と
な
L
給
へ
り
。
滅
に
此
山
は
、
お

巾
五
J
l
恩
納
川
る
陥
に
在
り
。
耐
山
に
て
兆
上
古
木

も
桜
う
て
、
桜
前
山
の
先
日
と
な
る
名
山
也。
』
と
記
す

る。

ヤ
マ

山
保

珠
洲
泌
阪
塚
の
内
の
小
手
。

ヤ
マ
マ
ツ
リ
山
祭

器
州
政
の
附
刷
、
二
且
九
日
と

十
一
且
九
日
と
に
之
を
行
う
た
。
初
は
山
紳
が
樹
木

の
路
子
を
掃
き
、
後
は
そ
の
穂
子
を
集
め
る
日
で
あ

る
と
い
ひ
、
主
と
し
て

山
間
部
古
川
に
於
い
て
納
・木

挽
・炭
焼
大
工
等
が
、
終
日
山
に
入
ら
ず
、
利
協
の

使
用
を
止
め
、
神
棚
に
自
丹
併
問
守
を
供
へ
た
。

ヤ
マ
マ
ハ
リ
山
廻

加
賀
滞
で
は
、
見
文
三
年

十
且
か
ら
之
を
也
吉
、
初
は
武
士
で
あ
っ
た
が
、
後

に
百
姓
中
に
就
い
て
御
郎
防
が
畑
山
任
す
る
』」
と
に
な

ヤ
守
モ
ト
セ
イ
ザ
プ
ロ
ウ
山
本
清
三
郎

初

め

て
前
間
利
治
に
仕
へ
て
五
百
石
を
鮒
L
、
後
系
五
代

衛
門
は
御
歩
で
あ
っ
た
。
抑
右
衛
門
も
亦
元
職
四
年

御
歩
に
列
L
、
手
保
十
六
年
小
限
と
し
て
新
知
百
石

を
栄
け
、見
延
二
年
腕
地
御
前
附
御
用
人
川
.
と
な
り
、

臨
地
御
前
逝
去
後
柑

Mm元
年
組
外
に
列
L
、
同
九
年

六
且
夜
し
た
。
子
左
脱
政
誠
以
後
柑
裂
い
で
滞
の
殺

を
泣
け
る
。

ヤ
マ
ベ
オ
キ
主
ロ
ウ
山
鐙
河
太
郎

部
は
政
勝
。

滞
士
山
勉
仲
右
衛
門
〈
後
代
)
の
子
。
そ
の
駅
間
は
浅

か
っ
た
が
、
気
叫
の
般
加
は
他
の
追
随
を
拙
川さ
な
か

っ
た
。
仲
太
郎
幼
時
保
紛
の
絞
る
加
と
な
っ
て
右
腕

な
折
っ
た
の
で
、
左
手
党
以
て
剣
を
思
び
、
社
者
と

伍
し
て
決
し
て
敗
を
取
ら
な
か
っ
た
。
後
執
政
本
多

政
均
を
以
て
そ
の
雌
位
凶
昨
を
絞
る
も
の
な
り
と

し
、明
治
二
年
八
且
七
日
到
口
滋
平
と
共
に
之
を
こ
，

丸
殿
中
に
刺
殺
し
、
四
年
二
且
十
四
日
刑
鍬四日
に
於

い
て
自
A
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
享
年
品
川
八。

ヤ
マ
ベ
ヲ
エ
モ
ン
山
迩
九
右
衛
門

初
め
浪
人

で
伏
見
に
住

L
、
次
い
で
加
般
消
正
に
仕
へ
て
三
百

石
中
占
領
し
た
が
、
そ
の
間
間
後
一
件
ぴ
浪
人
と
な
り
、
阪

長
十
九
年
大
坂
仰
の
際
京
に
於
い
て
前
閃
利
儲
に
邸

L
、
御
歩
と
な
り
て
六
十
依
を
栄
け
、
見
永
十
年
六

且
十
日
制
目
。
合
抑
制
抑
右
衛
門
の
時
か
ら
士
列
に
進
ん

だ。
ヤ
マ
ポ

っ
た
。

山
姐
は
山
奉
行
に
邸
し
、
約
郡
広
川
叫
の
山
林

を
親
山
県
し
、

一
切
の
事
項
を
上
沼
下
錯
し
た
。
山
狙

の
扶
持
を
受
け
る
を
御
扶
持
山
廻
と
い
ひ
、
然
ら
ざ

る
は
平
山
廻
で
あ
る
。
山
廻
老
い
て
臓
を
返
〈
時
は

山
廻
列
と
な
る
。
加
賀
で
は
能
美
郡
を
除
〈
外
皆
山

麹
が
あ
っ
た
。
能
資
で
は
山
廻
の
名
で
町
田
相
見
入
又

は
盟
吟
味
人
の
職
を
行
ふ
も
の
が
あ
り
、
長
氏
の
笛

領
鹿
島
牢
仰
の
山
方
御
用
に
従
ふ
諸
に
、
宇
都
山
怨

と
帯
す
る
こ
人
が
あ
り
、
奥
州
酬
に
も
滞
有
林
の
み
の

取
締
に
任
ず
る
山
廻
二
人
あ
っ
て
、
何
れ
も
十
村
列

又
は
新
聞
毅
許
列
か
ら
粂
務
す
る
者
で
あ
っ
た
。
前

記
の
外
能
管
に
は
普
通
の
山
廻
な
ノ
、
、
そ
の
山
方
御

用
は
山
廻
足
服
の
勤
務
す
る
所
で
あ
っ
た
。

ヤ
マ
ム
ラ
チ
カ
ヤ
ス
山
村
恨
居

辺
製
謎
左
衛

門
。
初
め

閃
憶
と
総
し
て
御
殿
削
幼
主
で
あ
っ
た

が
、
F
T

保
十
五
年
品
開
十
五
依
を
加
へ
て
三
十
依
を
交

け
、
同
年
新
知
百
三
十
石
を
得
て
新
番
に
列
L
、
十

四
年
百
石
を
加
へ
て
組
外
に
列
L
、
十
五
年
加
明
百

石
、
十
八
年
加
嶋
一白二
十
石
奥
小
将
、
元
文
三
年
加

増
百
石
物
関
前
、
五
年
加
明
百
五
十
石
、
同
年
加
噌

百
一
出
十
石
で
入
百
五
十
石
に
車
内
，
、
延
平
三
年
御
先

弓
蹴
に
任
じ
、
資
隠
八
年
御
施
、
十
年
=
一
月

H
七
日

六
十
四
歳
を
以
て
授
。
子
孫
悦
h
k

滞
に
制
へ
る
。

ヤ
マ
ム
ラ
ナ
ホ
ハ
ル
山
村
直
迫

字
は
徳
悲
、

竹
被
と
蹴
し
た
。
組
父
直
昌
の
時
か
ら
加
到
滞
に
仕

へ
た
が
、
直
地
は
限
疾
に
よ
っ
て
勤
に
服
せ
ず
、
家

隠
し
て
文
を
論
じ
時
中
」
賦
し
、
死
に
京
る
ま
で
止
め

な
か
っ
た
と
い
ふ
。
案
ず
る
に
山
村
氏
の
系
的
に
益

五
郎
が
あ
る
。
苓
保
四
年
直
昌
の
子
市
十
郎
直
維
の

後
を
受
け
て
五
百
石
を
領
し
た
が
、
十
年
四
且
十
四

日
自
殺
を
仕
伺
じ
、
長
病
で
五
十

一
政
に
残
L
、
家

系
阪
総
し
た
。
直
訟
は
是
で
あ
ら
う
。

ヤ
マ
ム
ラ
ナ
ホ
マ
サ
山
村
直
昌

泊
務
次
郎
兵

ヤ
マ
モ
ト
イ
へ
ノ
リ
山
本
家
怒
一
向
一

慢
の

vH
債
で
、
泊
抑
制
を
若
狭
守
と
い
う
た
。
天
正
四
年
八

且
叶

一
日
下
問
刑
部
卿
法
服
宛
所
の
一
品
朕
辿
粥
中
に

そ
の
約
が
見
え
ろ
。
前
出
利
門
家
の
側
室
於
古
和
の
父

を
加
到
石
油
幌
町
中
十
-山
本
若
狭
守
家
裂
と
あ
る
の
も
、

同
じ
人
で
あ
る
。

ヤ
マ
モ
ト
エ
ン
シ
ョ
ウ
山
本
岡
正

官
地
諭
長

門
下
二
年
前
賂
城
攻
の
僚
に
、
山
本
側
正
入
泊
は
岡
山
町
・

十
人
と
興
し
て
一
瓜
俄
入
、
山
科
の
山
正
林
に
仰
を

取
る
と
あ
り
、
加
越
関
祁
記
永
正
三
年
加
到
の
一
伎

が
魁
附
へ
佼
入
し
た
僚
に
、
山
川手
の
方
よ
り
財
問
の

悶
正
と
い
ふ
大
剛
の
法
附
が
脳
付
制
た
が
、
越
前
の

土
中
村
五
郎
右
衛
門
之
と
渡
合
う
て
そ
の
首
を
取
っ

た
と
あ
る
。
山
本
も
山
川
町
も
間
昨
の
居
所
に
よ
っ
て

口
し
た
的
芋
で
、
同
一
人
で
あ
ら
う
。

ヤ
マ
モ
ト
ゲ
ン
チ
ュ
ウ
山
本
思
中

蹴
は
戚
知
。

加
到
織
の
老
団
長
恭
辿
の
儲
れ
で
あ
っ
た
。
お
そ
林

業
披
に
明
ん
で
、
戚
統
制
川
誌
の
む
稲
が
あ
る
。
そ
の

夜
年
等
は
昨
か
で
な
い
。

ヤ
マ
モ
ト
シ
ゲ
ズ
芝
山
本
霊
純
迎
棋
新
兵
衛
。

国
治
二
年
二
円
石
を
受
け
て
大
小
怖
に
列
L
、
御
右

策
と
な
り
、元
能
七
年
に
奴
。
子
路
滞
に
似
裂
す
る
。

ヤ
マ
モ
ト
ジ
ン
ゴ
山
本
甚
五

初
め
て
前
川
利

長
に
日
へ
て
四
百
石
を
卸
し
た
。
子
旅
田
川
に
抑
裂
す

る。 術
。
見
永
凶
年
前
川
利
引
m
に
日
へ
て
ち
石
を
鮒
L
、

W
H
文
}1
年
間
問
。
子
孫
剥
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ヤ
マ
モ
ト
山
本
江
泊
仰
川
谷
谷
に
印
す
る
部

首
問
。ヤ

マ
モ
ト
山
本

邸
主
州
州
大
陸
庄
に
留
す
る
招

賀
市
。

八
七
八


